
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
地面に対して垂直な左右の回転軸（１），（２）に、草の株元と中間部対応高さの上下二
段に該回転軸（１），（２）の直径方向へ突出する 刈刃（３），（４）を
装着し、該刈刃（３），（４）を装着した左右の回転軸（１），（２）が前側で対向方向
に向って回転すべくなすとともに、この上下二段の刈刃（３），（４）の両側及び上方全
面を覆う刈刃カバー（５）を設けるに該刈刃カバー（５）の前端を左右両 側から連続し
て中央が後方に向かって凹んだ形状に構成してなる歩行型草刈機。
【請求項２】
刈刃カバー（５）の前側に左右両 側から連続して中央が後方に向かって凹んだガイド杆
（６）を設けてなる請求項１に記載の歩行型草刈機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、畦や農道に生えている比較的短い草を刈る歩行型の草刈機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　歩行型の草刈機として、走行輪の前側に水平回転する回転刃を設けた機枠から斜め後上
方に向けてハンドル杆を立設し、作業者が機枠の後側を歩きながらハンドル杆の取手を持
って草の刈り取りを行なう構成のものが有る。
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【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　前記従来の草刈機は、危険防止のために回転刃を上から覆うように刈刃カバーが設けら
れている。このため、長い草は刈刃カバーの前端で押し倒されて切断され難く、また、刈
った草が長いために回転刃を取り付けた回転軸に巻き付いてしまったり、刈刃カバーから
排出され難かったりして、作業能率が上がらない。
　そこで、本発明では、草を刈刃カバー内に入り易くすると共に短く切断して回転軸に巻
き付き難くして刈刃カバー内からの排出も効率的に行なわれるようにすることを課題とし
て次の如く構成した。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　地面に対して垂直な左右の回転軸１，２に、草の株元と中間部対応高さの上下二段に該
回転軸１，２の直径方向へ突出する 刈刃３，４を装着し、該刈刃３，４を
装着した左右の回転軸１，２が前側で対向方向に向って回転すべくなすとともに、この上
下二段の刈刃３，４の両側及び上方全面を覆う刈刃カバー５を設けるに該刈刃カバー５の
前端を左右両 側から連続して中央が後方に向かって凹んだ形状に構成してなる歩行型草
刈機の構成とする。
【０００５】
【発明の作用及び効果】
　地面に対して垂直な回転軸１，２の上下に刈刃３，４を取り付けるので刈刃カバー５の
地面からの高さが必然的に高くなり、草が刈刃カバー５内に入り易くなり、草が根元と中
間部の２箇所で短く切断されるので、回転軸１，２に巻き付き難く、また刈刃カバー５内
から排出され易くなる。
　又、刈刃３，４を配設した回転軸１，２を左右に配設し両回転軸１，２が前側で対向方
向に向かって回転する為、草を刈る場合の抵抗が左右にバランスされて直進走行し易くな
り、左右の刈り幅も広くなる。
　また、この上下二段の刈刃３，４の両側及び上方全面を覆う刈刃カバー５の前端を左右
両 側から連続して中央が後方に向かって凹んだ形状に構成してあり、刈り取り走行に伴
い該刈刃カバー５前端によって左右両側の草を中央に向け押し倒すように滑らせながら案
内し、又、中央に向け逆回転する左右の刈刃３，４と刈刃カバー５前端との間隔が中央部
において短くなり、回転軸１，２の直径方向へ突出する 刈刃３，４の掻込
作用と相俟って草が刈刃カバー５内に入り易く確実に切断できる。
　また、刈刃カバー５の前側に左右両 側から連続して中央が後方に向かって凹んだガイ
ド杆６を設けることにより、強度アップと草の案内作用をより向上させることができる。
【０００６】
【実施例】
　次に、本発明の実施例を図面を参照しながら説明する。
　機体の中央に設けるギヤケース２０の後部にはエンジン２１を取り付け、このギヤケー
ス２０から左右に延ばした支持筒２２，２３の先端から下方に向けてアーム２５，２６を
設け、このアーム２５，２６の下端部に走行輪１０を軸支している。一方のアーム２５に
は内部にチェン伝動機構を設け、エンジン２１の動力で走行輪１０を回転駆動するように
している。
【０００７】
　ギヤケース２０の前側には、左右に振り分けて垂直に軸支する回転軸１，２を有する伝
動ケース２９を設け、左右の回転軸１，２には草の根本と中間部対応高さの上下二段に、
該回転軸１，２の直径方向へ突出する刈刃３，４をそれぞれ取り付け、上方より見て左右
の刈刃３，４の前側が中央に向って逆回転するようにしている。
　走行輪１０の上側は、走行輪カバー３０を前記ギヤケース２０の下側に取り付け、この
走行輪カバー３０の前側に刈刃３，４を全面的に覆う刈刃カバー５を設けている。
　刈刃カバー５の前端は左右両 側から連続して中央が後方に向けて凹んだ形状としてい
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て、刈取走行に伴って、左右両側の草を中央に向け押し倒すように滑らせながら案内し、
又、中央に向け逆回転する左右の刈刃３，４と刈刃カバー５前端との間隔が中央部におい
て短かくなり、回転軸１，２の直径方向へ突出する矩形状の刈刃３，４の掻込作用と相俟
って草が刈刃カバー５に入り易く確実に切断できる。この前端形状に沿うようにガイド杆
６を取り付けている。
　尚、刈刃カバー５は、図６に示す如く、前部７をヒンジ８で取り付け、ガイド杆６に草
が当たると上方へ回動して、刈刃３，４を露出するようにすれば刈り取り走行がよりスム
ーズになる。４５はカバー前部７を水平方向に保持すべく弾発させたばねである。
【０００８】
　走行輪１０は、図２に示す如く、左右両側部１０ａが大径で中間部１０ｂを小径として
、刈り倒した草が中間部１０ｂの下側を通過し易くしている。両側部１０ａと中間部１０
ｂとには適宜間隔で鉄製ラグ１３を突設していて、両側部１０ａの外側端にはゴムラグ１
２を巻き付けている。前記走行輪カバー３０の下側には、走行輪１０の鉄製ラグ１３に対
応してスクレパ１５を設け、鉄製ラグ１３に巻き付く草を取り除くようにしている。
　尚、この走行輪１０の左右両側部１０ａは大径の筒で中間部１０ｂは小径の筒としてい
るが左右両端から中央に向けて順次小径とした鼓形状としてもよい。
　また、左側部１０ａと右側部１０ａとを一定角度例えば９０°程度フリーで相互回転す
るように取り付けて左右旋回を行い易くすることもよい。
【０００９】
　ギヤケース２０の上部には、取付台３１を取り付け、この取付台３１上にハンドル基台
３２を水平回動可能に取り付けている。３３はハンドル基台３２の取付台３１に対する水
平回動位置を固定する固定具である。
　ハンドル基台３２の上部には、ハンドル杆３４を横軸１８で枢支し、固定具３５でハン
ドル杆３４のハンドル基台３２に対する傾きを固定するようにしていて、ハンドル杆３４
を略垂直にして固定することもできるようにしている。
【００１０】
　ハンドル杆３４の先端にはループ状の取手３６を取り付け、この取手３６にエンジン２
１に継がるアクセルレバー３７を取り付け、ハンドル杆３４にハンドル杆３４の上下回動
固定具３５にワイヤーで連結した上下固定レバー３８と、水平固定具３３にワイヤーで連
結した水平固定レバー３９とを設けている。
　このように構成した草刈機を使用する場合には、上下固定レバー３８を操作して取手３
６が作業者の持ち易い高さとなるようにして、前進走行しながら草を刈り倒す。刈り倒さ
れた草は刈刃３，４の回転で左右中央に集まりながら走行輪１０の中央部１０ｂ下方を通
過して後方へ排出される。
　幅の狭い畦上で前後向きを変える場合には、ハンドル杆３４を略垂直に固定して機体を
１８０°回転させる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明実施例の一部正断面図である。
【図２】　本発明実施例の一部拡大平面図である。
【図３】　本発明実施例の一部拡大側断面図である。
【図４】　本発明実施例の全体平面図である。
【図５】　本発明実施例の全体側面図である。
【図６】　別実施例の一部斜視図である。
【符号の説明】
　１　　回転軸
　２　　回転軸
　３　　刈刃
　４　　刈刃
　５　　刈刃カバー
　６　　ガイド杆
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　７　　刈刃カバー前部
　８　　ヒンジ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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